
の
び
の
び
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

徳
物
に
ふ
れ
、
花
木
の
香
り
や
野

鳥
の
声
、
動
物
に
親
し
む
こ
と
の

で
き
る
ゾ
l
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

争
野
鶏
の
森

問
問
と
湿
地
、
林
等
か
ら
な
る
白

昼

五

百

席

あ

り

ま

す

。

大

会

決

然

観

察

ゾ

ー

ン

で

、

水

生

植

物

、

4

勝
)
等
の
利
用
を
呂
的
に
か
見
野
葉
、
果
実
木
な
ど
を
配
電
し
て

総
合
公
闘
の
葉
本
構
想
は
①
市
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
主
体
に
し
て
い
観
察
磁
路
や
観
察
デ
ッ
キ
を
設
け

民

の

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

活

動

の

ま

す

。

ま

す

。

拠

点

と

し

て

の

公

開

国

安

委

持

繋

議

議

晶

甲

子

中

れ

あ

い

動

物

協

に
お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
の
公
近
的
用

(
m
M
U
観
覧
席
百
人
果
樹
試
験
場
時
代
の
レ
ン
ガ
の

愚
①
居
間
西
部
に
お
け
る
ス
ポ
1

争
そ
の
外
の
綴
緩
建
物
そ
活
出
刑
し
て
、
小
動
物
に
筏

ツ
の
拠
点
と
し
て
の
公
頭
、
の
一
二
①
自
由
広
場
(
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
接
手
で
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
ふ

つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
草
野
球
)
②
身
障
者
ト
リ
ム
広
れ
あ
い
動
物
闘
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
然
を
主
体
と
し
た
場
(
幼
児
や
車
イ
ス
交
利
用
で
き
争
そ
の
外
の
施
設

公
開
幽
づ
く
り
」
「
身
体
障
害
者
等
る
ト
リ
ム
施
設
十
ポ
イ
ン
ト
を
整
②
菅
り
と
レ
リ
ー
フ
の
森
(
香
り

が
利
用
で
き
る
公
歯
づ
く
り
」
備
)
③
す
も
う
広
場
④
ベ
ー
の
あ
る
花
木
や
樹
木
説
明
用
の
文

「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
で
き
る
公
箇
ス
メ
ー
カ
ー
⑤
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
字
板
を
記
澄
し
ま
す
)
②
農
翠

づ
く
り
」
「
公
濁
用
地
の
澄
史
を

l
ス

等

の

丘

③

子

供

の

陶

芸

や

工

芸

等

継

承

で

き

る

公

園

づ

く

り

」

を

慕

の

で

き

る

創

作

広

場

棄

を

あ

げ

て

い

ま

す

。

窪

田

い

の

ゾ

!

ン

そ
れ
で
は
、
六
つ
に
分
か
れ
た
第
扇
重
苦
一
容
扇
事
業
を
観
賞
敵
策
ゾ

i
ン

ゾ
ー
ン
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
給
ぶ
、
公
開
幽
の
中
心
と
な
る
ゾ
l

既
存
の
タ
イ
サ
ン
木
(
一
一
一
本
)

ス
ポ
i
ツ

の

ソ

i
ン
ン
で
す
。
第
一
懇
事
業
の
せ
せ
ら
や
松
な
ど
の
大
木
を
背
景
に
し
た

ぎ
の
流
れ
を
受
け
て
一
、
水
を
生
か
臼
奈
法
一
轡
を
撃
情
し
ま
す
。
修
景

公
開
幽
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
し
た
「

i

水
辺
の
一
広
場
」
を
つ
く
り
地
を
中
心
に
、
滝
の
流
れ
や
休
憩

4
汀
う
o
d見る
e

の
前
向
簡
を
満
ま
す
。
ま
た
、
広
場
の
一
部
に
公
所
、
臨
時
た
な
な
ど
を
設
讃
し
て
、

た
す
た
め
の
施
薮
整
備
が
行
わ
れ
醐
出
会
体
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
な
邸
遊
性
の
あ
盃
庭
園
に
し
ま
す
。

ま

す

。

る

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

を

前

置

し

て

、

こ

こ

に

は

、

既

存

の

建

築

物

を

争
体
議
鎗
(
地
上
回
階
、
地
下
一
遊
簸
場
所
の
臼
印
と
し
ま
す
。
活
用
し
て
、
管
護
機
援
も
配
語
障
し

階
、
延
べ
一
昭
積
一
七

0
0
0一
宝

刀

ま

す

。

f)

懲

い

の

ソ

i
ン

催
し
物
ソ
j
ン

各
種
の
全
国
大
会
規
模
の
試
合
第
一
一
期
整
備
地
区
の
特
性
を
生

が
で
き
る
施
設
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
か
し
、
広
々
と
し
た
空
間
、
登
か
争
多
目
的
広
場

(
種
目
に
よ
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ニ
な
樹
村
季
節
の
花
等
を
配
麓
し
各
種
存
商
事
、
共
進
会
、
歯
芸
展

菌
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
一
節
、
テ
ニ
た
懇
い
の
場
と
し
ま
す
。
ま
た
、
一
閉
会
等
の
穫
し
物
に
利
用
さ
れ
ま

ス
ニ
頭
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
八
菌
、
避
難
場
所
一
と
し
て
の
中
心
ゾ
1
ン
す
。

卓
球
十
八
習
が
と
れ
る
)
と
、
公
と
な
る
た
め
、
「
平
塚
の
は
ら
っ

認
五
十
メ
ー
ト
ル
の
温
水
ブ
ー
ル
ば
」
と
名
づ
け
た
芝
生
の
自
由
広
⑧
妨
災
公
弱
に

(
八
コ
!
ス
)
、
柔
道
・
剣
道
・
場
を
設
け
ま
す
。
そ
し
て
、
梅
や
災
害
時
に
必
要
な
施
設
と
し
て

な
ぎ
な
た
な
ど
が
で
き
る
武
道
場
桜
の
花
見
が
楽
し
め
る
広
君
、
の
広
場
放
量
殺
、
議
水
施

な
ど
が
猿
備
さ
れ
ま
す
。
こ
の
歩
き
~
な
が
ら
四
季
の
花
や
実
を
楽
設
、
消
火
用
水
、
備
蓄
倉
庫
、
延

外
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ト
レ
し
め
る
公
園
で
す
。
焼
防
止
防
火
績
な
ど
を
計
画
し
て

1
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
サ
ブ
ア
リ
!
争
平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
い
ま
す
。
避
難
広
場
は
、
収
容
人

ナ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
予
定
さ
広
々
と
し
た
芝
生
の
自
由
広
場
員
一
人
当
た
り
二
平
方
メ
ー
ト
ル

れ
て
い
ま
す
。
で
、
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
の
を
基
準
に
、
最
小
限
約
四
万
二
千

見
る
た
め
の
施
設
と
し
て
は
、
び
の
び
遊
べ
る
場
所
で
す
。
人
が
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
三
千
席
の
観

1
r

い
ま
す
。

覧
湾
、
滋
ホ
ブ
ー
ル
に
は
九
百
席
ふ
れ
あ
し
ソ

i
ン
給
水
施
設
は
、
平
塚
球
場
、
平

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
自
然
、
動
物
野
鳥
の
襲
な
塚
競
襲
、
体
育
銭
、
醸
内
に
貯

争
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
ま
た
、
水
槽
を
設
け
て
い
ま
す
。
備
蓄
倉

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
一
面
。
サ
ブ
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
庫
は
、
平
塚
球
場
、
平
塚
競
技

コ
ー
ト
一
恵
で
、
観
覧
席
が
一
一
千
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
身
障
者
が
場
、
体
育
舘
に
設
け
ま
す
。

{魯尭

し1

。
昭
和
の
城
づ
く
り
。
総
合
公
開
幽
第
一
期
商
事
業
の
「
平
塚
競
技

場
」
は
、
来
年
三
月
の
オ
ー
ブ
ン
を
呂
指
し
て
、
附
附
調
に
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二
期
霊
草
の
南
側
部
分
も
、

A
7
年
度
中

に
用
地
を
篠
保
す
る
た
め
、
大
蔵
省
と
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
閤
聞
か
れ
る
車
脊
財
産
地
方
警
護
ぞ
決
定
さ
れ
る
わ
け

で
す
が
、
払
い
下
げ
申
請
す
る
た
め
の
「
総
合
公
題
薬
二
期
基
本

設
計
」
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
1

第
一
期
事
業
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
中
心
か
ら
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
中
心
に
し
た
夢
の

あ
る
公
癒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
整
備
計
雷
は
、
六
十
二
年

度
か
ら
五
か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

話iizjiiii当住吉 ji今月舘謡霊童liiiizd鷺慌雲害者と「

出jj!?:1jiijj!;i議鵠十;;;ifzr論調扇町アん

錯誤35532護持れれ失脚 一昨望号ン
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と
す
る
も
の
で
あ
る
。

O
輔
拶
対
話
器
翻
綴

第
一
二
十
八
包
囲
土
建
設
逓
簡
を
で
、
お
川
京
一
市
長
が
代
表
し
て
馬
入
、
須
賀
地
区
は
、
沼
態
依
然

前
に
、
七
月
一
日
建
設
省
で
、
都
建
設
大
豆
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
と
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
昭

市
計
随
童
話
京
都
内
の
優
良
公
共
極
平
塚
市
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
和
一
一
一
十
五
年
戦
災
復
興
土
地
区
画

体
と
し
て
、
建
設
大
臣
表
彰
を
受
十
六
日
大
空
襲
を
受
け
、
旧
市
域
鐙
理
事
業
に
引
き
続
き
、
都
市
改

け

た

。

の

七

割

に

お

よ

ぶ

三

百

十

四

ヘ

ク

造

事

業

と

し

て

着

手

し

た

。

旬

z

，
avi

砂

a

，!
z

i

i

p

i

p

以
後
、
全
盛
ま
れ
に
見
る
多
大

鐘

畿

大

関

臨

時

一

概

審

者

な

建

物

差

を

行

い

、

居

住

環

境

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の

区

画

繋

理

事

業

の

擾

良

団

体

に

事

符

用

を

は

か

り

、

抑

制

十

巾

空

間

驚
か
な
、
街
に
変
ぼ
う
さ
せ
、
鍵

今
年
は
、
建
設
妻
寵
係
功
労
タ
ー
ル
を
焼
失
し
た
。
昭
和
二
十
全
な
市
街
地
を
造
成
し
た
。

者
二
百
九
十
六
名
と
、
一
二
十
六
の
一
年
三
月
戦
災
復
興
計
画
に
従
い
こ
の
よ
う
な
事
業
成
果
が
認
め

優
良
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。
平
塚
土
地
区
画
整
理
事
業
支
打
っ
て
、
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
市

市
は
、
大
分
県
、
福
拘
市
と
と
も
中
心
市
街
地
の
都
市
護
請
を
完
ア
突
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
と
の
受

に

、

優

良

土

地

区

重

覆

蓮

華

公

し

た

。

貨

を

喜

び

た

い

。

共
閉
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
し
か
し
、
隣
接
し
て
い
る
本
宿

務
少
年
椴
該
察
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
)

日
制

i
七
一
一
一
一
…

月
1
金
曜
E
9
時
3
見
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
…
鵠
み
ご
と
出
，
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お

i
七
八
一
一
一

O

月
，
、
土
曜
日
9
時

s
m時
油
分

福

叫

祉

会

銭

円

ω
i一一一一一一一一一一一

O
心
配
ご
と
掴
談
醤
週
斉
瞳
日
、
日
時
1
日
時

O
母手揖醐談蹴~嬉梧週汚，

。
傘
塵
閣
涜
耳
串
麹
蝿
掴
畿
毎
週
百
月
月
43、、3，，金ι

金金曜日、

9
時
5
団
時

。
高
輔
者
戦
車
椙
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
四
分
3
M時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
購
入
掴
畿
揮
局
第
3
木
曜
日
、
問
時
3
日
時
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子
供
た
ち
に
夢
を
与
え
よ
う
と

各
保
育
園
闘
で
純
一
部
会
が
潤
か
れ
て

い
る
。し

ら
さ
ぎ
保
育
濁
で
は
、
七
月

二
十
五
日
午
後
六
時
吋
か
ら
八
時
吋
ま

で
、
保
留
円
盤
。
仏
場
で
行
っ
た
。

七
寸
問
問
名
の
瞬
間
A

が
各
々
浴
衣

や
甚
亙
(
衛
(
じ
ん
ぺ
い
)
な
ど
を

着
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
参

加
。
棚
田
内
に
で
き
た
「
す
い
か

宿
」
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
庖
」
「
嵐

車
窓
」
「
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
」
{
あ
て

く
じ
」
な
ど
の
模
擬
広
で
一
遊
ん
だ

り
食
べ
た
り
大
喜
び
。

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
遊
ん

だ
後
は
、
ペ
ン
ギ
ン
音
頭
や
Q
ち

ゃ
ん
音
警
官
踊
っ
て
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
た
ち
に
日
ご
ろ
の
成

果
を
披
露
。
最
後
は
、
み
ん
な
で

花
火
を
し
て
終
了
し
た
が
、
途
中

か
ら
近
所
の
子
供
た
ち
も
仲
間
入

り
し
、
に
ぎ
や
か
な
純
一
部
会
と
な

った。

一一
一

山

σρ

担 当 広 報 課 広 穂 係

たつあが

一

ど

タ
な

ン

情

館

セ

館

館

館

苦

足

農

民

民

民

、

を

公

営

公

公

公

望

け

島

島

田

内

田

要

か

城

下

神

横

費

や

臼

)

)

克

お

休

時

時

片

時

時

一

氷

時

言

=

i

2

6

1

2

5

{

3

訂

駒

田

叶

叶

端

叫

叫

市

一

叩

の

気

2
時

時

Z
時

時

1
時

へ

お

銭
H

M

H
開
月
日

H
同
日
凶

市

、

8

・

as--Gau;

ら

⑧

⑧

⑧

9月6日

午 後 1時30分-3時40分

鰐 い合わせ平車市中央公民館34-2111

務襲撃 伶霊童

入場無料{当臼先着700名まで}



(4) 砲事061年 81'弓守 58ら

例
年
よ
り
長
び
い
た
梅
雨
も
や
っ
と
あ
け
て
、

い
よ
い
よ
夏
も
真
っ
盛
り
。

夏
休
み
の
問
問
、
子
供
た
ち
は
猛
暑
の
な
か
で
の

勉
強
・
遊
び
と
、
お
も
い
お
も
い
に
過
ご
し
ま

す。
こ
の
時
錦
、
親
と
し
て
は
、
子
供
の
主
体
的
な

活
動
を
大
切
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
親
子
の
対
話
が
不
足
と
な
り
が
ち
な
今
ヨ

に
お
い
て
、
親
子
の
き
ず
な
を
強
め
る
た
め
に
も

良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ム
マ
年
、
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
た
、
夏
休
み
に
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
巣
に
よ
る
と
、
家
族
と
一
絡
に

旅
行
し
た
い
、
と
い
う
の
が
最
も
多
く
、
そ
の
他

に
パ
ソ
コ
ン
・
フ
ァ
ミ
コ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
遊

び
に
も
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
回
は
、

u
遊
ぶ
・
目
見
る
・
学
ぶ
。
と
い
っ
た

子
供
た
ち
の
夏
休
み
の
一
日
岸
し
て
カ
メ
ラ
で
追
っ

て
み
ま
し
た
。

持ちに持った毅族旅行

叩

羽鳥可喝瞳量 韻語繕職議議鱒務担臨時醐鰭臨

自)11、心はすっかり釣り気分 市営プール、お母さんと初;永ぎ 平塚海岸、本もぎれいで気持ちいい

乞立:ç~立た乏たた:ç:ç;え乏たこたたえ乞乏主主~ç;ç;丈乏;(;ç;æだにたCむミ

もちろん遊館で勝負、女子ソフトポール私の得書量打法はピッチャ 混し、女子ソフトポーノレ

第
幻
開
平
塚
市
少
年
野
球
大
会
と
、
第
5
回
平
塚
市
少
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
は
、
少
年
お
チ
!
ム
、
中
学
生
組
チ
ー
ム
、
少
女
団
チ
ー
ム
が

内争加し、

8
月
1
Bか
ら
6
臼
ま
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
塚
球
場
で
の
ナ
イ
タ
ー
の
開
会
式
に
始
ま
り
、
翌
日
の
始
球
式
に
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ボ
ー
ル
と
花
束
を
投
下
し
、
大
会
に
撃
を
添
え
ま
し

た。
真
夏
の
設
の
下
、
好
プ
レ
ー
も
続
出
し
、
会
場
は
、
豆
選
手
た
ち
と
応

援
す
る
家
族
の
歓
声
で
、
終
日
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

とき喜
午後 6時から 9時まで

見附台体資鍍務広場

@野謀、薬索、菓子、苧づくり品、魚升護費

減雨の場合は、捜日野菜と果実の朝市を喜善

く。午前 7時から 10時まで。

@妨災コーナー...防火相談と消火器の無料点、

横

レ光線の下での選手蜜望書

1ii j号!計
三E?52

TFii 

とき 8J寺24国{怒)
午覇空の毒事 10時勝演

午後の都 2時間;演

むころ市畏センターホール

公演すわらじ草野j箆i
-入場料大人、子併とも 800丹

援露首売券は市民センターで発売中。全席

指 定

午前の部が 20名以上まとま

いとし、 5%霊甜弓10
滋潤い合わせ市民センター (32) 2235 

郵
便
局
だ
よ
り

勝利への真剣なまなざし

。 ( 守 守 い

は篭問締る
が話いめ
き 31合切
伶 iわり

歪三葉 9
ン O 昂
ク四平 12
1-塚日
Jレ郵(

金



第 42守華警

続
四
間
昭
和

ω年
度
の
出
資
に
係
資
図
的
に
沿
っ
て
お
り
、
事
務
処

る
出
納
e

そ
の
抽
出
の
事
一
一
務
。
理
は
お
お
む
ね
良
好
に
な
さ
れ
て

マ
濫
査
の
方
法
各
国
体
に
対
し
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

出
資
に
係
る
文
書
・
財
務
諸
表
・
{
監
笑
象
条
日
号

7
R
3
8
]

総
勘
定
一
月
日
明
等
の
提
出
を
求
め
、
マ
監
査
の
種
類
定
期
監
査

出
資
自
約
に
沿
っ
た
事
業
が
行
わ
方
自
治
法
第
宮
九
十
九
条
第
一

れ
た
か
、
事
務
処
理
は
良
好
に
な
に
よ
る
監
変
)

副

剰

刺

制

刷

出

さ

れ

て

い

る

か

等

を

総

高

に

陵

中

監

査

の

対

象

と

し

た

事

事

「
問

μ
h円
ド

υ円
μ同
し
は
ビ
査
す
る
方
法
マ
実
施
し
た
。
融
制
闘
昭
和
剖
年
度
の
財
務
内

平
塚
市
監
査
委
員
は
、
監
奈
の
マ
駁
衰
の
実
施
期
間

5
月
6
日
す
る
事
務
の
勢
打
の
う
ち
、

z

結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
た
。
か
ら
5
月
日
日
ま
で
、
及
び
6
月
の
執
行
、
収
入
、
支
出
事
務
。

マ
監
査
委
員
石
田
成
区
氏

6
日

。

マ

監

査

の

実

施

期

潤

5
月

マ

向

脅

木

一

部

氏

中

監

査

手

続

平

塚

市

監

査

基

準

か

ら

5
月
幻
日
ま
で
、
及
び

寸

向

神

谷

際

氏

に

よ

る

0

9

6

日。

安
委
穴
会
泰
開
門
M

尋

7
月
3
日
]
マ
監
査
の
対
象
と
し
た
団
体
の
名
マ
監
衰
の
対
象
と
し
た
部
等

マ
数
査
の
種
類
出
資
回
体
の
監
称
及
び
結
果
財
団
法
人
￥
塚
市
称
及
ひ
結
栗
山
念
箇
部

斎
(
地
方
自
治
法
第
百
九
十
九
条
間
開
発
公
社
、
平
塚
市
土
地
問
開
発
公
立
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

ω

第
六
項
に
よ
る
厳
査
)
社
、
財
団
法
人
平
塚
市
生
き
が
い
民
部
H
お恥

マ
厳
衰
の
対
象
と
し
た
事
項
及
び
事
業
関
i
各
団
体
と
も
事
業
は
出
れ
て
い
た
。

(5) 

資源ごみ買い上げ還の比較

語耳鞠1停車

義富制。停車

重量喜

小
学
生
を
対
象
に
、
変
休
み
の

生
活
辛
中
心
と
し
た
、
学
校
の
先

生
、
友
達
、
家
族
等
に
あ
て
た
は

が
き
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
締
め
切
り

9
月
山
田
(
木
)

ヤ
問
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
郵
便
潟

童
話
一
二
O
ニ)

56，702河
43.288向
日，274円

251，960円

37，356河

26，458内
48.926内
20，568円

21，188内

( !-Y) 

'" 

ひらつかカルチャー教室調設5湾年書記念

く

容量寺 10月11跨-13回
2 ，古 3臼(宿治中草寺、花巻温泉)

見学場所 中尊寺800年記念の関輔、毛越寺、無量光線跡、高館

義経堂、宮沢賢治記念館、見沙門堂

講 錦仏f象 研 究 家 府 川 亀 男 先 生

費 用 58，700円(交通費、宿泊費、貴事等)

交 通東北新幹轄と観光パA(現地〉

申し込み 8月 31日までに、はがきに伎所、氏名、年齢、性

別、電話番号を記入「千25'平車市主主附沼J15-1 市

民センター内みちのくの旅Jへ 。 定 員 は40入。

怠滋iこ利用できます

。箆鮒台体育館(電話31-3057)

・開左間覆呂 卓球、バドミントン、パスケ

y ト、軟式麗球 (13時~16時人バレー(16

時~20時)

・8月四日(月}午撞 1時 -8時

・9丹 8S (月) I! 

• 9}寺29臼{月) 1/ 

。金沼地12!:体賓鎗(電話31-2136)

・開融櫨箆 パスケット (16時~20時)、パ

ドミントン、感球(日時~16時)、パレー
( 9 時~13時)

・8月四百{月)午前9時~午撞 S時

• 9月 2沼{月)ノ

・9月15自(月) I! 

援 10月分の申し込みは 9月 1日 9時から

各撞臼ともラケット、シャトル、ボー

ルは各自持事を、また、上ばき用滋動ぐ

つを用意するこ

~ミ日....._，_

-------ブロ努聖書イースタンリーグ

• 8 Yl156 (壷)18時
・8汚16日《土)18時
• 8月19B(;'()18時
• 8 Yl208 (本)18時
• 8 Yl23日{ゴヒ)18時
'9Yl2臼 (;'()18時
• 9 yl 68 (土)14時
• 9月 7B (前日時

• 9月128(金)13時
• 9 Jヲ13沼〈土)13時

会

会

、

軒

会

会

拍

治

会

会

会

会

会

会

会

会

田

内

治

自

白

内

内

内

内

内

内

内

会

内

会

十

町

3

巴

自

宅

宅

町

町

町

町

町

町

町

内

町

内

ニ

会

平

京

世

田

伎

伎

北

西

酋

北

西

南

北

町

町

町

、

内

見

日

新

会

宿

宿

殿

殿

宿

禰

宿

宿

宿

町

軒

町

会

町

会

士

4
3

担

開

会

治

上

会

下

御

調

裏

誕

中

下

下

原

芋

冶

内

区

内

宮

奇

須

会

治

自

、

泊

、

、

、

、

、

、

、

、

向

土

鍛

町

五

町

舟
山
内
、
治
自
僚
会
会
自
会
会
会
会
会
合
会
会
会
、
、
、
吉
町
民
会
、
会
町
会
会

凶
何
日
会
自
堂
中
会
内
内
宅
内
内
内
内
内
内
内
内
内
会
会
会
内
会
三
治
会
内
会
訪
内
拍

湖
庁
出
町
中
東
泊
町
商
住
町
町
町
町
町
町
町
町
町
内
内
内
町
内
、
会
密
内
町
内
諏
町
密

寵

白

代

町

自

東

南

神

北

東

南

東

南

東

端

東

西

町

町

町

町

町

会

益

事

町

民

丘

日

ョ

沼

千

木

1
日
町
宿
宿
の
宿
殿
殿
宿
宿
宿
川
宿
徳
軒
宿
町

1
仲
町
葉
自
原
町
民
平
星
日
士
ケ

子
1
天
八
援
底
部
新

1
上
上
子
上
櫛
御
袋
喪
中
新
下
下

1
k横
東
区
酒
榔
二
町
豊
閉
上
中
国
富
桜

京

滋

地

、

区

区

地

zgh
地
日
日
日
既
日
白
地
臼
自
白
日
目
白
日
日
呂
田
地
日
悶
日
開
月
日
臼
白
日
B
白
日
自
白
日

蔵
刊
日
目
団
が
四
回
暗

m
n
m
お
お
却
幻
盟
問

1
2
原
3
4
5
士
6
8
9

孔

n
u日
ロ
日
間

松
月
月
月
松
月
月
中
月
月
月
月
月
丹
丹
丹
月
月
海
月
月
月
瀦
月
月
月
月
月
月
斥
丹
月
丹

I
8
8
8
E
8
8
E
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
E
9
9
9
E
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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マ
受
講
料
二
百
円
(
教
材
費
一
一
の
取
り
消
し
は
、
受
講
料
、
教
材

千
円
、
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
す
る
)
一
費
を
納
め
て
い
た
た
く
。

。
申
し
込
み
一
一
〉
あ
て
先
〒
m
m
平
開
明
治
追
分
ー

は
が
き
に
、
希
望
コ
ー
ス
名
、
一

i
m
平
塚
市
中
央
公
民
館
(
電

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
住
所
、
電
一
話
泌
一
一
一
一
二

大
き
な
色
緩
や
、
裏
打
ち
和
紙
一
話
番
号
、
年
齢
勤
務
先
を
明
記
一
マ
締
め
切
り

8
月
初
日
(
水
)

を
使
い
、
創
作
折
り
紙
な
ら
で
は
一
し
郵
送
す
る
。

1
枚
の
は
が
き
に
一
当
臼
消
印
有
効
拍
せ
ん

の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
う
。
一
は
、

1
人
1
コ
ー
ス
と
す
る
。
一
マ
受
講
資
格
市
内
在
住
、
在

臼
ま
で
の
火
濯
B
(全

8
g
一
マ
臼
符
古
河
口
日
か
ら
日
月
6
一
な
お
、
受
講
通
知
が
届
い
た
後
一
動
、
在
学
者

・
持
一
関
午
前
9
持
お
分
1
孔
時
一
日
ま
で
の
木
曜
臼
(
合
百
回
)
一

l
!
!
!
1
1
1
1
i
j
i
l
i
l
i
-
-
-

鉛

分

一

6

時
間
午
後
1
持
鈎
分
1
3持
一

櫨

マ

対

象

成

人

印

人

一

泊

分

一

密

警

号

事

ミ

ナ

j
b

融
マ
講
師
拓
殖
大
学
助
教
授
と
マ
対
象
成
人

μ
人

(
1
宮
、
一

j

:

{

句

h

J

湘

山

市

見

日

付

氏

一

2
官

が

必

ず

出

席

で

き

る

方

)

一

未

婚

の

男

女

と

新

婚

を

対

象

動

マ

受

講

料

五

百

円

一

マ

喜

劇

主

義

研

窓

口

一

山

吉

本

史

骨

量

}

一

窓

口

豊

彦

氏

一

未

婚

の

男

女

お

よ

び

新

婚

夫

婦

一

マ

会

場

中

央

公

民

館

制
江
戸
時
代
の
需
の
電
車
…
マ
受
講
料
五
百
円
(
教
事
一
二
を
対
象
に
、
望
ま
し
い
家
庭
の
あ
一
マ
内
容
受
脅
し
く
み
、
重
る
た
め
、
腎
友
会
会
員
の
絵
画
、

調
民
の
整
向
を
み
て
、
書
室
三
千
円
、
は
さ
み
を
持
参
す
る
)
一
り
方
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
亘
書
、
子
育
て
の
心
構
え
模
擬
一
税
に
対
す
る
理
解
と
納
税
意
識
一
奪
を
展
示
す
る
。

部
の
一
端
を
開
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
一
{
男
の
料
建
一
が
や
く
世
代
の
ゼ
ミ
ナ
}
ル
」
が
一
結
婚
披
鐙
宴
等
一
の
高
擦
を
翻
ろ
う
と
、
納
税
ボ
ス
ア
期
間

8
丹
羽
田
1
9月
2
R

:

品

背

1

5

2

5

一
蓄
の
霊
に
合
わ
せ
、
潜
の
一
関
か
れ
る
。
一
マ
受
講
料
五
百
円
(
調
理
実
習
す
l
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
。
工
震
の
華
麗

制
白
ま
で
の
水
曜
臼
(
全
8
E
)

一
肴
ま
な
)
を
作
っ
て
み
る
。
一
マ
臼
稼

9
5
B
(さ
か
ら
一
と
一
襲
警
察
は
実
費
)
一
マ
テ

i
マ
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
一
渓
一
語
簡
の
土
、
臼
曜
日
に
は

存
関
午
後
]
侍
初
分
1
3時
一
マ

B
程
ぬ
月
初
日
(
日
)
、
江
一
五
月

8
5
(土
)
ま
で
の
7
日
間
一
マ
申
し
込
み

8
月
初
門
口
(
水
)
一
(
未
来
の
ま
ち
、
明
る
い
家
庭
、
一
鎌
舎
彫
の
実
演
を
行
う
。

日

山

分

一

月

9
日

(

日

)

了

平

日

(

水

寝

間

凶

)

午

後

7
時
一
ま
で
に
、
は
が
き
で
干
加
平
塚
市
一
友
達
、
お
年
…
寄
り
)
了
期
間

9
月
4
日
1
9月
9
月

一
マ
対
象
成
人

ω人
一

点

照

午

前

9
詰

マ

話

一

1
9詰
分

一

塁

1
i
m
平

塚

古

央

公

民

一

マ

応

募

喜

完

全

事

一

お

葉

g
警

展

}

中
央
公
民
館
で
は
、
秋
期
市
民
一
翼
借
家
や
訪
問
媛
発
な
ど
一
寸
議
筋
書
大
学
助
教
授
曽
一
部
分
一
・
土
曜
6
2
8
5
)

午

後

一

館

童

話

一

二

三

へ

。

一

校

在

学

生

一

重

大

学

講

座

で

水

量

季

大
学
講
呉
市
民
ア
カ
デ
ミ
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-開設時間 13時30分~14時30分泌印

は 15時~16時ふじみ野は 14時~15

時雨天のときは、中止

ヲ月日程
2 []、 30[3

2日、 30日

3民、 17日

4白、 18日

4日、 18臼

5 EI、19日

6臼、 20日

9日

9[J 

10日、 24日

11目、 256

11丹、 25日

国持参;-るもの ラケット

食休館日 毎週月曜日

合青少年会館

苧 254浅間町 12-41 電 話 32-7029

育時央画会

。8月171'1 (日 )10時、 14時 3階ホル

「にっぽん津食物語Jカラー30分 オランダ

(洋食)

ドギュメンタリーにナ苗く。。9Fl14S (呂) 10時、 14時 3階ホール

;機巧〈からくり)人形」カラー25分各

地の機巧人形を訪ね、尽力、らくり、、そ解明、記

諒したもの。

汁つが巡礼みち」カラー35分厚木市周辺

の巡礼みちを 8ミリフィルムに収めている老人

を通し、老後の生きがいと生活設計を描く。

すこども咲務会

母 9月 7自(臼)四時、 14時 3階ホール

「お父さんの宝島j 刀ラー41分お父さん

の大切な宝物がかくじてある島で、官暁と期

待9こ満ちた宝捧しが始まる。

食休露日 揮週月曜日、月末

合図書賠 守 254揖間町12-41霊童話31-0415

(6) 

主寺

※登山公民宮古

※ 田 村 ち び っ 子 広場

域島公民館

※j司崎公民館

※金田公民館

ふじみ野沼地集会所

土層一小学校

※吉沢公民館

州怯延小学校

金百小学校

※みずほ小学校

古初心者のギター教室

楽しくギターを弾こう。(申し込み制)

ホ日担 9 円 10 日 ~2 月 25 日 毎週水曜日

・時間四時~即時 30分

・吋象育年 20人

持害するもの クラシックギター

世幾術教室「木版E暫J
カレンターと年賀状を昨る。(申し込み制)

. u担 9月日日~日月 27白木臨日(窮

1を除く〉

・時間四時~21 時

・対象青年、 般 15人

・材料費 自己負担

合パドミントン議室霊会
バドミントンの基礎を学ぶ(申し込み制)

咽日程 9月 3日~同月 22日 毎週水曜日

・時間四時へ 21時

・対象脊茸 15人

‘材料費 自己負担

日 9時から発売する。

・水曜日、木曜o 14時

。土曜日 14時、 15時30分

・日曜日 日時、 14時

合休館日 毎週月曜日、月末

会博物舘干2541安間町12-41電話33--5111

合子供工作教皇室

飛行機と船を作ろう。(申し込み制)

・日時 8 月 22 日〈金)四時~15 時

・対象小学棺 3 年~6 年 20 人

ー持者ずるもの はさみ、カッ夕 、定増、

牛乳パック 2冊、弁当

官官5紡涼音楽まつり

タ馨れのひととき、生調書を聴こう。

梅田時 8月 30日 (上) 18 時~20 時 30 分

古重量然観察会「盤炭車事と化石j

替の糊に堆積した植物の化石を観窮する0

・日時 9月21日 (日) 9 時~16時

・場所中井 町 〈 雨 天 中 止 )

・申し込み 9月四日までに柱檀はがきで。

多数むときは、抽せんで30人。

台関書官1告周年記愈特別展

「林の生きものたちJ

・期間 8月30日 (ごと〉 まで

3総書議野寓 f虫こぶを作る虫たちj

・日時 8月17日 (日) 13時 30分~16時

官墨を見る会

自丹と嘩星皇そ毘ょう

• B時 8月 15円 〈受注) 18!i寺~20時

自'.'的態座と惑星を免ょう

・日時 8月26H (:)(_l 18時~20時

世議臣語研究機談会

重体み由自由研究について、学芸員が資料

りっくり方やまとめ方の相読に応じる。

ー日時 8月22日〈金) 10時~15時

tプラネタリウム

投臨時聞は45分間。観覧#(100円〉は、当

8
月
初
白
(
土
)

多
数
の
と
き
は
拍
せ
ん

'J、重克・文学

うつろ舟 渋沢龍彦

赤道祭 小出正吾

二重量鳴 海老沢泰久

舗の中の産費 大震みな子

わたしの万葉集 平岩弓校

鐙林に豹兵は死なず 福島理本

力フカと現代汀本文学 有村隆広

宇宙のウィンブJレドン 川上健

費量軍軍 ・ 生活
接ぎ木、揖し木、取り木の実際

ミlilil頴欝

自慢できる茶室をつくるために

根岸田i妻

鍵 E華と魚の白書

211世 紀 の ホ 綾 を 考 え る 全 編

撰田茂幸編望書

朝日新開社編

野外料療の本

スーパードームスタジアム編

投金科学 ・ その他

記号を読む旅 藤代幸

逆光のなかの中世 阿部護協

日本でいち ば ん 透 い 島 高山妙F
アメ リ カ人の日本観

シーラ・ジョンソン

21世紀に勝ち残る長件

I11上苛郎ほか

文科系のためのコンピュータ入門

f予東静男ほか

たくまし い 人 間 教 育 を 梶田叡ー

核兵器と人間の倫理 岩崎允胤

ロシ アについて 司馬遼太郎

指導者と は リチヤード・二クソン

華人諸白ばなし 小沢昭一

円高、ドル安の読み方 西村厚編著



童轄42守幸聾

盟対章 表必力児

醒相説日 曜週水曜臼

鞠時間午前 9時30分~10時30分

盟会場保障センター

盟 内 響 体 重 測 定 、 最 華 、 病 気 、 育

て方、予防接種のことなど〈母子

韓瞳手帳を持番〉
策豊田公民館

9 fj 10日 大.f.tIと公民館、大野公民館、

横内公長議官

9丹17日様瞳センター、液中央農協

土沢支所

盟学1阪宣 &BCG揚務費
9月 11日 覆発止会委昆花水公民愛邑※

豊田公民舘

9月12日 姐北公民館、大変花王民貧昆

横 F*i10慌貧富

9月四日 係諸童センター、液中央農協

土沢支所

【閣あj接接3 対象は生後 6 か月 ~24
か月米満の幼児。原則として開業主主

病院で受ける。主治医長とご相談を。

61年度は、第 1期のみ接種。保暁

吉正と母子健鹿手帳を持参する。

- 料 金無料

{撞鐙控姿種]対撃は2Ii変 (24か月)

~4 鵡までの幼児。

輔第 1期 (3[，司) 接種間隔は 2[fJ 

3 回とも 3 週間~8 週間

関第 2期 (1[，") 窮 i期の 3即日

が終わってから 1年以J二1年 6か

月以内に受ける。なるべく 4揖ま

でに鞍 fするように。

9月 3臼 中胤公民館、金目公民館

疑問崎公民臨

9月 4日 神田公民館、※金田公民

師、※城島公民館

9月 5日保健センタ

保鍵センター鍵霊童相談

。毎週月襲撃罰~金書量怒

(午前中)

く〉成人務格談

霊童話 34-0311 

。
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て
い
る
。
た
だ
し
、
節
、
コ
ン
ピ
ラ
ッ
ク
、
コ
ン
ホ
ス
タ
!
、
ブ
、
ェ
レ
ク
ト
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
ベ

輯
一
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
剣
道
具
一
式
(
小
学
六
年
用
て
ひ
な
人
ビ
I
パ
キ
!

74歳以上の方に、はり、きゅう、あん

ま 、 マ ッ サ ー ジ 、 指 圧 の 助 成 を 行 っ て い

る。

。昭和61年度受療券の交付
明治45年 5月316以前に生まれた方は 6枚。

明治45年 6月 1白から大正 2年 3月ま cに生

まれた方は、 74歳になった月から 2か月に 1

枚の割合で交付する。ただし、 74歳の蝦聞に

ついては、ご本人の市民税所得害賠額が隷税さ

れている方は、対車外。

01書記量制車線 1枚につき 600内

。申し込み 印鑑および健康手帳または鍵康保

検証を持番のうえ、福祉総務課{内鱒 219)

'̂。

申
告
縫
湾
計
蚤
務
マ
ー
ク

こ
の
マ
ー
ク
は
、
家
庭
で
使
わ

一
れ
る
計
量
器
(
政
令
で
品
畑
出
止
の
へ

一
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
現
制
理
用
は
か
り

一
な
ど
六
種
暴
)
に
つ
け
ら
れ
る
。

一
こ
れ
ら
の
計
量
器
に
は
、
扶
術

婦
人
特
有
の
健
康
問
磁
を
テ
1
一
上
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、

マ
に
、
レ
デ
ィ
ス
・
セ
ミ
ー
一
そ
れ
に
適
合
し
た
も
の
だ
け
に
マ

開

か

れ

る

一

1
ク
が
つ
け
ら
れ
、
マ
ー
ク
の
な

マ
臼
程

9
月
訪
臼
(
金
)
一
い
も
の
は
販
売
で
き
な
い
。
輸
入

開
始

(
1
コ
ー
ス
5
臼
間
)
一
品
も
向
じ
。

レ
デ
ィ
ス
@
セ

ミ
ナ
i
を
開
く

つ

主催平 域市青年窟協議会

平塚市青年フェスティパル実行委員会

消費生活モニター30入による 7月の平均錨格

品

石

合成

サラダ油 700g

しょう油! l'~ιハック

トイレッ ト !
ベーパ~ i 60m4個人

陣 肉l 肩 100g

鶏 卵 I M10鵠入

まあ じ | 丸lOOg

じゃカ旬、も 1kg 

み そ 1kg

パン 1斤

わいわい

Y 
き 8}守口開(自)

午後 6時受付

ところ浅務緑地

(中央公民館北側〉

南天のと容はな勝中学校体育館

と



害
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
高
工
輯
ヱ
聾

保
(
内
組
五
五
O)
へ。

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
事
聾
し
て
い
る
。

中
畳
山
日
韓

9
河
口
自
(
土
)
在

出発、

9
月
日
目
(
月
)
晴
着

問
い
合
わ
せ
は
、
電
請
。
四
六
五

担

i
六一

O
一
(
小
田
原
ガ
ス
酒

松
開
)
、
在
間
、
休
日
は
電
話
O
四

六
五
回
j
O四
一
六
(
ベ
ル
冬
フ

ブ
)
へ
。

広
つ
い
て
む
つ
ど
い
を
開
く
。

マ
薗
綴
繋
縛
を
深
め
る
つ
ど
い

・
日
時

9
丹
四
日
(
本
)
午
控
1

時
間
分
3
4時

・
内
容
講
横
「
東
南
ア
ジ
ア
む
難

民
問
題
」
、
映
画
「
顕
壇
を
緩
え
た

人
々
」

中
盤
強
早
朝
の
つ
ど
い

・
期
間

9
R
9
日
{
火
)
1
9月

日
日
(
木
)

・
内
容
国
連
お
よ
宣
難
浸
に
開
聞
す

る
パ
ネ
ル
麗

・
時
間
午
前
日
時
日
午
桂
4
時

会
場
は
、
い
ず
れ
も
城
島
公
民
館
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
地
域
づ
く
り

課
(
肉
親
二
六
四
)
へ
。

と
が
で
き
る
人
で
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
そ
の
き
み
の
わ
惑

い
旗
者
追
い
は
ら
え
ば
よ
ろ
し
い

の
で
す
な
。
仲
醐
同
を
あ
つ
め
て
、

な
ん
と
か
し
ま
し
ょ
う
」

八
菅
の
修
験
者
は
、
さ
っ
そ
く

仲
間
を
あ
つ
め
て
、
山
へ
で
か
貯

て
い
き
、
昼
夜
ぶ
っ
と
お
し
て
2

惑
裁
ば
ら
い
の
お
い
の
り
を
し
脅

し
た
。
そ
の
か
い
が
あ
っ
て
、
山

の
よ
の
旗
は
、
ゆ
っ
く
り
と
、
ゆ

ら
め
く
よ
う
に
、
ふ
わ
あ
、
ふ
わ

i
潟
蝿
で
農
民
i

z
あ
と
、
南
西
の
ほ
う
へ
と
ん
で
い
削

菱

の

あ

つ

い

さ

か

り

の

こ

と

で

け

れ

ど

も

、

そ

の

旗

の

よ

う

な

き

ま

し

た

。

与

し
た
。
田
ん
ぼ
の
革
と
り
在
し
て
も
の
は
、
ど
こ
へ
も
と
ん
で
い
き
旗
が
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
、
欝
按

い
た
人
が
、
ひ
と
休
み
し
よ
う
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
に
、
風
が
ふ
(
ぜ
ん
ば
・
い
ま
の
伊
勢
療
市

と
、
あ
ぜ
に
あ
が
っ
て
、
ふ
と
空
い
て
き
て
、
績
が
ば
た
ば
た
と
、
内
)
の
上
ま
で
き
た
と
き
、
待
ち

を
見
る
と
、
お
か
し
な
も
の
が
見
た
な
び
き
だ
し
ま
し
た
。
こ
ん
ど
か
ま
え
て
い
た
も
の
が
い
ま
し

え
ま
し
た
。
こ
そ
、
ど
こ
か
へ
と
ん
で
い
く
だ
た
。
そ
れ
は
懇
波
の
太
郎
と
い
う

ち
ょ
う
ど
八
菅
(
は
す
げ
s

い
ろ
う
と
お
も
っ
て
、
み
ん
な
が
旗
弓
の
名
人
で
し
た
。

ま
の
愛
国
T
郡
愛
川
町
)
の
山
の
上
を
見
つ
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
旗
「
あ
れ
が
、
八
菅
の
人
た
ち
を
苦

に
、
な
に
や
ら
白
い
き
れ
の
よ
う
が
ば
た
ば
た
す
る
た
び
に
、
旗
の
し
め
た
ば
け
も
の
だ
な
」
ラ

な
も
の
が
、
ふ
わ
1
り
、
ふ
わ
ー
は
し
に
つ
い
て
い
る
鈴
が
鳴
り
だ
善
波
の
太
郎
は
、
さ
っ
そ
く
守

り

と

う

い

て

い

た

の

で

す

。

し

た

の

で

す

。

に

矢

を

つ

が

え

て

、

き

り

き

り

ヲ

「

な

ん

だ

、

あ

り

や

」

キ

ー

ン

ノ

キ

ャ

1
ン
f

と
、
つ
る
を
ひ
き
し
ぼ
り
、
あ
や

よ
く
一
見
る

ζ
そ
れ
は
な
が
い
そ
れ
が
ま
た
、
な
ん
と
も
い
や
し
い
容
を
め
が
け
て
、
矢
を
は
な

の

ぼ

り

の

旗

の

よ

う

な

も

の

で

し

ち

ま

し

た

。

え

し

か

も

、

そ

の

は

し

に

は

、

総

轄

韓

護

婦

1
3
3っ
f
」

ま
る
い
大
差
鈴
が
つ
い
て
い
ま
騒
騒
覇

J
h麟
長

矢

は

号

切

っ

て

旗

の

ま

ん

し
た
。
で
も
、
旗
な
ら
、
そ
れ
を
議
離
轄
ト
可
制
撃
中
を
ぶ
す
っ
と
い
ぬ
き
ま
し
た
。

む
す
ん
で
あ
る
旗
ざ
お
が
あ
る
除
ノ
つ
リ
ト

h
吋
韓
併
す
る
と
旗
は
、
ま
る
で
へ
ぴ
の
よ

ず
で
す
が
、
そ
ん
な
も
の
は
、
ど
現
伊
グ
ハ
冷
議
開
匂
つ
に
、
苦
し
そ
う
に
の
た
う
ち
ま

こ
に
も
一
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
川
、
〉
川
県
一
品
川
口
M
J
q
d
わ
り
、
あ
の
、
い
や
事
宇
宙

「

あ

あ

、

ど

こ

か

ら

か

、

風

に

の

鈴

を

鳴

ら

し

ま

し

た

。

っ
て
と
ほ
さ
れ
て
き
た
ん
だ
な
。
な
音
で
し
た
。
み
ん
な
は
お
も
わ
そ
皇
官
を
き
い
て
、
蕃
波
の
太

そ
の
う
ち
に
や
、
下
に
落
ち
て
く
ず
醤
を
く
い
し
ば
り
ま
し
た
。
そ
邸
も
、
さ
す
が
に
い
や
な
顔
を
し

る
だ
ろ
う
。
」
と
、
そ
の
入
は
お
う
し
な
い
と
、
歯
が
う
き
だ
し
そ
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
弓
の
名
人
で

も
い
ま
し
た
。
会
だ
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
歯
を
す
。
す
ぐ
に
、
つ
ぎ
の
矢
を
弓
に

と
こ
ろ
が
、
そ
の
旗
の
よ
う
な
く
い
し
は
っ
た
だ
け
で
は
だ
め
で
つ
が
え
、
こ
ん
ど
は
、
そ
の
い
や

も
の
は
、
い
っ
こ
う
に
下
に
落
ち
し
た
。
耳
の
下
の
ほ
う
が
い
た
〈
な
音
を
た
て
て
い
る
鈴
を
ね
ら
っ

て
く
る
よ
う
す
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
り
、
な
ま
つ
は
が
た
く
さ
ん
で
で
、
矢
を
は
な
ち
ま
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ま
る
で
生
き
も
で
き
て
、
き
も
ち
わ
る
く
な
っ
て
矢
は
ね
ら
い
ど
お
り
、
鈴
を
い

の

み

た

い

に

、

お

な

じ

と

こ

ろ

き

ま

し

た

。

ぬ

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

鈴

と

旗

に
、
ふ
わ
I
り
、
ふ
わ
1
り
と
う
マ
」
り
ゃ
だ
め
だ
/
あ
れ
は
は
け
は
、
空
で
、
く
る
く
る
と
ま
わ
り

い

て

い

た

の

で

す

。

も

の

だ

f
」

な

が

ら

、

ベ

つ

べ

つ

に

な

っ

て

、

そ
の
う
ち
に
、
問
ん
ぼ
に
で
て
ま
た
、
も
の
知
り
の
年
寄
り
が
溶
ち
て
い
き
ま
し
た
。

い
た
、
ほ
か
の
人
た
ち
も
、
こ
れ
い
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
放
の
落
ち
た

に
気
が
つ
い
て
、
さ
わ
ぎ
だ
し
ま
そ
こ
で
、
人
び
と
は
、
八
苦
闘
の
と
こ
ろ
を
落
機
(
お
ち
は
た
・
い

し

た

。

修

験

者

(

し

ゅ

げ

ん

じ

ゃ

)

に

、

ま

の

秦

野

市

)

、

矢

の

落

ち

た

と

「
な
あ
に
、
そ
の
う
ち
に
や
、
風
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
た
の
み
こ
ろ
を
失
崎
、
鈴
の
落
ち
た
川
を

に
ふ
か
れ
て
、
ど
っ
か
へ
、
と
ん
に
い
き
ま
し
た
。
修
験
者
と
い
う
鈴
川
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で

い

く

べ

え

よ

」

の

は

、

お

ま

じ

な

い

や

お

い

の

り

で

す

。

も
の
知
り
の
年
寄
り
か
、
そ
う
で
、
宮
零
な
お
し
た
り
、
ば
け
・
郷
土
誌
「
む
か
し

い

い

ま

し

た

。

も

の

を

追

い

は

ら

っ

た

り

す

る

こ

も

の

が

た

り

」

よ

り

市
立
み
な
と
児
童
臨
む
者
朽
化
に

押
い
、
改
静
工
事
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
工
事
期
回
問
中
は
、
体
館
と
な

る
の
で
ご
了
講
を
。

マ
工
事
期
間

9
月
間
日
3
位
年
2

月
6
呂

マ
体
髄
中
の
連
絡
先
市
脅
少
年
調

脊
成
保
(
内
組
五
O
五
}

楳
験
、
医
盟
、
年
金
、
摺
祉
等
の

車
生
行
政
施
盟
検
討
の
た
め
、
溺
民

生
活
基
礎
調
査
が
会
菌
一
斉
に
行
わ

れる。調
査
対
象
と
な
っ
た
家
庭
に
は
、

9
月
4
日
、
日
月
2
日
に
調
査
員
が

訪
問
す
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
県
智
生
総
務
室

(
電
話
。
四
五
二
O
一
j

一一一

一
内
線
五
O
一
一
一
)
へ
。

〈
敬
称
略
〉

マ
宇
土
金
権
絞
義
金
へ
・
ザ
噌
ミ
セ
ス

二
万
一
千
九
百
八
十
五
円
、
鈴
木
内

科
外
持
医
暁
七
百
四
十
二
円
、
老

人
セ
ン
タ
ー
利
用
者
一
千
五
百
九

十
八
円
、
日
入
金
一
千
円
、
マ
ル

コ
ウ
ス
ト
ア
六
千
二
百
四
十
九

円
、
市
民
大
学
講
座
「
日
本
史
・
中

世
」
一
一
一
千
六
十
八
円
、
中
村
信
五

郎
一
千
円
、
熊
沢
武
司
五
千

円
、
大
苔
友
子

(
2
田
)
一
一
万
一

千
円
、
平
木
敏
勝
一
万
円
、
産
名

一
千
九
百
八
十
円
、
(
有
)
つ
く

し
看
謹
掃
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
念
日
本
聾
輔
連
合
会
十
万

円
、
平
理
キ
リ
ス
ト
教
女
子
脅
年
金

一
万
円
、
市
民
大
学
講
座
「
太
平

記
の
世
界
3
」
一
千
一
一
百
円
、
平

理
七
夕
ま
つ
り
出
底
者
一
同
五
十

万
円
、
留
時
ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
平
壇

十
万
円
、
市
民
大
学
講
座
「
家
族

と
法
」
…
一
千
百
円
、
(
社
)
日
本

皐
月
協
会
平
塚
支
部
…
ニ
万
二
千
八

百
円
、
平
壇
家
紋
属
探
存
会
三
万

円
、
平
田
唱
さ
っ
き
一
合
会
長
神
器
嘩

一
万
円
、
市
民
プ
ラ
ザ
四
万
九
千

九
百
五
十
円
、
林
屋
簡
高
二
千
十

五
円
、
清
水
市
社
会
楢
祉
協
撃
ま

一
万
円
、
制
聾
櫛
心
会
一
同
一
万

円守
老
人
揺
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
(
二

回
)
四
千
円
、
小
林
清
孝
五
平

円マ
癒
ま
れ
な
い
方
へ
・
磯
崎
勉
(
二

回
)
二
千
円

マ
交
寝
遺
児
へ
・
覆
名
二
万
円

淡
あ
な
た
む
善
意
を
社
全
福
祉
協
議

会
へ
(
竜
話
回
二
一
二
三
一
-
一
)

錆
立
倒
的
出
番
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
新
人
聾
成
講
習
合
が
開
か
れ
る
。

ヤ
期
日

9
月
9
日
か
ら
揮
趨
火
曜

臼
(
金
日
開
)

・
時
前
午
前
同
時
1
日
時

中
会
場
平
理
市
福
祉
会
館

マ
申
し
込
み

8
月
初
日
ま
で
に
平

四
時
市
役
会
掴
祉
協
議
会
(
福
祉
企
轄

内
電
語
回
!
一
一
一
二
一
一
一
一
ニ
)
へ

半
壊
市
の
工
業
の
経
営
実
態
、
立

地
条
件
を
分
析
し
、
地
域
工
業
の
指

針
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
地
域
工

車
振
興
欝
軒
が
行
わ
れ
る
。

ず
で

ι、
市
内
製
造
事
業
所
に
は

平
車
市
工
業
実
態
調
査
票
を
送
付
し

て
あ
る
。
お
手
数
で
も
、
早
急
に
田

事
科
山
へ
み
ん
な
で
登
ろ
う
と
、

畳
山
を
希
望
す
る
身
障
者
お
よ
び
ボ

国
連
協
会
半
塚
支
部
で
は
、
難
民

問
題
の
現
状
と
、
習
時
連
合
の
役
割

県
教
育
普
員
会
で
は
、
中
地
区
京

躍
教
官
得
(
幼
児
期
)
相
誠
を
行
う
。

マ
日
時

9
斥
剖
日
(
水
)
午
前
日

時
3
午
後
3
時

マ
合
場
二
宮
町
社
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
(
一
…
宮
町
役
場
瞬
り
)

7
申
し
込
み
先
二
宮
町
教
育
委
員

会
輯
覇
輯
(
電
語
九
三
三
一
一
)

サ
締
め
切
り

9
月
日
自
(
ホ
)

、人たと はそってら育 とけのしな とてのと走り合が
。た1;;1新手五うてき、てそ怒な愛くLし新い 親は得が、な子

言雪 k害L:y字書22量話器そ長れき差益ギ雪量苦言宗
考 ん寂しな日はに二母すいれのお命との括れなに野寺かお

ろ室率 3迫害五霊長支。主主主雪量子警が52宅皇室 5
ぶわ間。合す言れかが だ負へん念。嬰玄、すて子さて

り入が。自 はの 係口幼。いのれい
て にり あで狭間却時一一一『胡品ーす仕 か と い こ か か な る

E包そ 語句語習主五翠苧ぎ雪 雲きききさ言語重 量華として

宅与量ぉE費量ず信拝Z亙憲三ぶ Z々雪E喜左し:主主き号量事票 A 存警お
て箆完雪包事モ Fレ骨で臨時主告示さ雪お完 Z三塁皇22量主員きえ己主雪

1i??i宅Rii i日出;;ii;izii i!ii出
苦手足L百 五言手富旨手事主主李主主窓叱五号悪事宅qzE聖主雪三
雪。空三宅 号室き裏雪カ1示。Z322王手ぞ主2空手管与 52。空畠

号と

南重量績に向う拡繍された滋銘

病
弱
、
尭
育
不
全
、
そ
の
地
や
む

を
得
な
い
理
由
で
鵠
説
教
育
諸
学
校

に
就
学
す
る
ζ
と
が
で
き
ず
、
就
学

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
な
ど

に
対
し
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

間
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
認
定
試
験
が
行
わ
れ
る
。

な
お
、
ム
ロ
格
者
に
は
、
高
等
学
校

入
学
輩
格
が
与
え
ら
れ
る
。

マ
顧
脅
受
け
付
け

9
月
四
日
ま
で

7
試
験
日
日
月
7
日
(
金
)

マ
試
験
科
目
中
学
校
白
濁
語
、
社

会
、
数
学
、
理
科
、
外
間
国
語
(
英
語
)

ヤ
申
し
込
み
先
県
教
育
委
員
会
特

殊
教
育
課
(
篭
議
O
四
五
I
一一
O
一

!
一
一
内
組
七
二
五
回
)

こ
れ
か
ら
も
必
要
に
応
じ
て
設

置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
市
で
は
、
防
犯
灯
の
巡

回
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防

犯
対
が
点
灯
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、
防
犯
灯
に
つ
い
て
い
る

番
号
を
、
市
役
所
交
通
安
全
線

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
駒
治
会
等
が
所
有
し
て
い

る
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
そ
の

自
治
会
等
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
〈
守
潟
明
官
会
諜
v

県動物埠護センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回もど欠由日韓で

いらなくなった犬、ねこ田巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印難JI犬の鑑札j

「控射帯票Ji霊犬手輯」を持害のうえ会場へ

お出かけを。なお、収容豆撃の博留時間は10分

間。また、ねこは麻袋かダンボール箱に入れ

ていただきたい。

雪月 6箆(土)白 雪fl13日(土)
9 : 00 神田公民舘 9 : 00 松原公民歯

9 : 25 大野公民館 9 : 20 調費公民曲

9 : 50 豊田公民舘 9; 40 花水公民館

10: 10 域島公民館)10 : 00 富士見公民館

10: 30 金田公民館:10: 30 中原公民館

10: 50 関崎公民館:10: 55 旭公民館

日 10 金回公民舘:11 : 15 吉沢公民館
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